
参考書式１ 

 1 

( 

 

（西暦）2025年  3 月 10 日 

卵巣癌・卵管癌・腹膜癌で BRCA検査をうけられた患者さんの診療情報を 

用いた臨床研究についてのお知らせ 

 

はじめに： 

卵巣癌の約 10-15%は遺伝性と考えられ、遺伝子変異があることが知られています。その代表的な

ものが BRCA1/2 遺伝子変異です。卵巣癌・卵管癌・腹膜癌では、手術＋抗がん剤治療を中心とし

た治療が行われます。BRCA 遺伝子変異が陽性となった場合は、BRCA 遺伝子変異に対する新たな

治療薬が治療選択肢に加わり、治療選択肢が広がることとなります。一方で、BRCA 遺伝子の情報

は、性別に関係なく親から子へ 50%の確率で受け継がれるため、BRCA 遺伝子変異があった場合は、

ご家族にも病的な変異をもつ方がいる可能性があります。本研究では、BRCA 遺伝子変異陽性であ

った患者様の治療経過や、遺伝カウンセリングの状況を把握し、今後の検査や治療に役立てること

を目的としています。 

対象となる患者さん：2019 年から 2030 年 3 月までの間に当院で BRCA 検査を施行した患者様 

【診療情報等の項目】 

診療情報等：患者さんの年齢、組織型、癌の Stage、治療方法、BRCA 検査結果、 

遺伝カウンセリングの状況 

【情報の他の研究機関への提供および提供方法】 

   本研究で使用される診療情報等は他機関への提供は行いません。 

   本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨、後述のお問い合わせ先までご連絡をお願い

します。 
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研究課題名：「当科で施行した卵巣癌患者に対する BRCA1/2 遺伝子検査の現状と問題点」 

【方法】 

2019 年 7 月～2030 年 3 月までに当科で BRCA 検査を施行した卵巣癌(卵管癌・腹膜癌)患者さんの

カルテ情報から上記の診療情報を調査し、データベースを作成します。それらの全ての患者さんか

ら最終的に BRCA1/2 変異陽性であった症例を検討し、BRCA 検査の有用性と、遺伝カウンセリン

グの状況・有用性について検討します。 

個人情報の管理について 

1) 本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、氏名と患者番号のみです。その他の個人情報（住

所、電話番号など）は一切取り扱いません。 

2) 本研究で取り扱う患者さんの診療情報は、個人情報をすべて削除し、第３者にはどなたの

ものかわからないデータ（匿名化データ）として使用します。 

3) 患者さんの個人情報と匿名化データを結びつける情報（連結情報）は、本研究の個人情報

管理者が研究終了まで厳重に管理し、研究の実施に必要な場合のみに参照します。また、

研究終了時に【または倫理委員会に承認された破棄時点で】完全に抹消します。 

4) なお連結情報は当院内のみで管理し、他の共同研究機関等には一切公開いたしません。 

研究期間 

承認後～2030 年 3 月 31 日（予定） 

医学上の貢献 

本研究により被験者となった患者さんが直接受け取ることができる利益はありません。しかし、本

研究により卵巣癌(卵管癌・腹膜癌)に対する BRCA1/2 変異に対する治療や、遺伝カウンセリング

の状況が明らかになる事により、新たな知見が得られることで科学への貢献が為され、社会への貢

献が達成されると考えられます。 
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研究実施機関 

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 産婦人科 

【当院での研究責任者】所属 産婦人科  職名 医長 氏名  前原 都     

【利用する者の範囲】 

所属 産婦人科   職名 診療部長   氏名  上岡 陽亮      

お問い合わせ先 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 

 浜の町病院・産婦人科 担当医師 前原 都 

 電話番号：092-721-0831    FAX:0120-721-991 

  （対応可能時間帯：8 時 30 分～17 時 15 分） 

 

 

 

以上 


